
吉原直樹編『アジア遊学 90　ジャカルタのいまを読む』（勉誠出
版 , 2006 年）
経済発展の象徴であるグローバル化都市ジャカルタの現在を、裏路地の庶民生活や、現代ジャカ
ルタを代表する音楽・文学などを参考にして明らかにする。都市論の最先端を行く研究成果。

　
（以下、「あとがき」より抜粋要約）

10 年ほど前にインドネシア大学で教鞭をとる機会が与えられて以来、ジャカルタには何度も訪れ
ているが、街全体がかもしだす奇妙なアンバランスとケイオスは不思議に変わらなかった。しか
し、他方でジャカルタは、海のはるか向こう側の世界都市と緊密にむすびついたメガシティの季
節（とき）を刻んでいたのだ。痛む背中を沈黙でかろうじてささえるポストコロニアルのジャカ
ルタは、今や、日々のジャーナリズムの格好の標的となっているのである。にもかかわらず、本
特集号は、メガシティ・ジャカルタにあって沈んでしまっているようにみえる幽し生活世界の息
吹を、さまざまな角度から精いっぱいすくいあげようとした。
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